
Title 雑報

Citation 北海道大學法經會論叢, 13, 149-149

Issue Date 1953-07

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/10750

Type other

File Information 13_p149-149.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



〈
法
鰹
会
記
事
〉

訟
経
会
論
穫
の
復
刊
と
共
に
、
法
的
鮭
会
の
行
事

も
研
究
会
の
開
催
そ
の
他
の
面
に
わ
た
り
可
成
り

の
伸
展
を
一
示
し
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
欣
快
に
た
え
・

な
い
。
し
か

L
こ
の
問
、
会
員
の
聞
に
も
若
干
の

愛
動
が
あ
っ
た
。
レ
ま
、
復
刊
以
来
今
日
に
い
た

る
迄
の
法
経
会
主
催
の
例
会
・
行
事
・
会
員
の
移

動
等
に
つ
い
で
み
れ
ば
次
の
如
く
明
、
あ
る
。

@
研
究
報
告

佐・
4

木
惣
二
郎
「
日
本
国
憲
法
第
一
条
の
本

質
的
意
義
」
(
昭
和
二
十
七
年
二
月
二
十
九
日
)

高
嶋
正
彦
「
か
〈
れ
た
る
経
費
に
関
・
ず
る
一

考
察
」

l
ア
シ
ヶ

I
ト
調
査
を
中
心
と
し
て

i

(
昭
和
二
十
七
年
五
月
十
三
日
こ
の
報
告
に
お
い

て
は
、
農
村
に
お
け
る
出
役
労
働
に
関
す
る
財
政

学
的
考
察
に
問
題
の
核
心
が
お
か
れ
た
)

岩
一
克
典
一
「
牛
乳
生
産
費
に
関
す
る
一
そ
ノ

グ
ラ
ブ
」
(
昭
和
二
十
七
年
六
月
二
十
七
日
υ

西
田
昭
三
「
ソ
グ
エ

1
ト

-

P

シ
ヤ
の
社
会

主
義
」
ハ
昭
和
二
十
七
年
七
月
二
十
九
日
)

清
水
川
繁
雄
「
英
国
社
会
主
義
論
考
」
(
昭

和
二
十
七
年
九
月
三
十
日
)

渡
辺
侃
「
雇
傭
効
果
の
理
論
」
ハ
昭
和
二
十

九
年
六
月
二
十
日
)

@

行

事

・

会

員

移

動

松
田
教
授
帰
朝
歓
迎
会
(
昭
和
二
十
七
年
五
月

二

十

日

〉

於

農

経

教

室

大
爺
助
教
授
帰
戦
・
足
羽
講
師
就
任
歓
迎
会

(
昭
和
二
十
七
年
七
月
二
十
九
日
)

於
農
経
教
室

和
田
助
教
授
送
別
会
(
昭
和
二
十
入
年
四
月
二

日

)

於

農

経

教

室

西
国
大
学
院
特
別
研
究
生
送
別
会
(
昭
和
二
十

八
年
四
月
九
日
U

於
農
経
教
室

南
助
手
・
佐
々
木
助
手
送
別
会
(
昭
和
二
十
八

年

五

月

十

三

日

)

一

於

清

楓

荘

命
、
和
田
助
教
授
(
兼
)
は
明
治
大
学
法
学
部
へ
、

南
博
士
は
北
海
学
園
大
学
に
助
教
授
と
し
て
肘
任

さ
れ
、
西
田
特
研
生
は
横
浜
バ
シ
グ
・
オ
ブ
・
ア

メ
リ
カ
に
就
職
、
佐
々
木
助
手
は
家
業
に
つ
か
れ

る
た
め
北
海
道
大
学
を
来
ら
れ
た
。

ま
た
新
会
員
と
し
て
、
足
羽
進
一
一
一
郎
・
遠
藤
順
〆

一
ニ
・
原
田
和
幸
・
清
水
川
繁
雄
・
杉
上
忠
幸
ド
高
山
崇

竹
内
寛
・
須
藤
友
四
郎
の
八
氏
の
入
会
を
見
た
。

@

そ

の

他

上
原
・
中
島
両
名
誉
教
授
額
入
記
急
写
真
ハ
全

紙
版
U

を
作
成
、
ハ
昭
和
廿
八
年
六
月
)
近
日
そ

の
掲
額
式
を
開
催
の
予
定
。

一
ヶ
年
間
の
法
経
会
会
計
報
告
を
昭
和
廿
八
年

六
月
サ
五
日
に
行
い
承
認
を
得
た
。
ハ
金
田
記
υ

〈

編

集

後

記

〉

〈
〉
お
待
ち
か
ね
の
法
経
会
論
議
第
十
三
集
を
お
送

り
ナ
る
。
木
集
は
は
じ
め
一
一
一
月
に
発
行
の
予
定
で

φ

め
っ
た
が
、
諸
般
の
都
合
か
ら
七
月
ま
で
遅
延
し
、

甚
だ
申
訳
け
な
い
と
忠
ぅ
。
し
か
し
次
集
か
ら
は

か
L
る
こ
と
の
な
い
よ
号
定
期
に
発
行
の
予
定
で

あ
る
か
ら
、
会
員
諸
氏
も
そ
の
つ
も
り
で
御
寄
稿

ね
が
し
た
い
c

本
集
の
編
集
に
は
い
ろ
い
ろ
意
に
満
た
ぬ
点
が

多
い
。
論
文
の
外
に
紹
介
、
批
評
の
類
も
掲
載
す

る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
編
集
者
の
怠
慢
か
ら
依
頼

の
時
期
を
失
し
、
か
L
る
体
裁
で
発
行
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
た
こ
と
は
、
か
え
す
が
え
す
も
残
念

で
る
る
。

し
か
し
本
集
に
は
新
人
の
業
績
の
外
に
、
矢
島
・

犬
爺
・
南
の
先
輩
諸
氏
の
労
作
を
加
え
る
こ
と
が

で
き
、
本
誌
の
内
容
を
更
に
充
実
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
何
よ
り
の
喜
び
で
あ
る
。

印
刷
費
、
紙
代
等
の
値
上
り
に
よ
り
、
財
政
的

基
礎
の
薄
弱
な
本
会
に
と
っ
て
、
会
誌
の
発
行
は

容
易
な
こ
と
で
は
な
い
が
、
会
員
各
位
の
御
援
助

に
よ
っ
て
歴
史
あ
る
本
誌
の
発
展
を
期
し
た
い
。

(

林

'

)
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第13集

編
集
兼
発
行
者

札
幌
市
北
海
道
大
歯
車
農
皐
部
内

法

経

会

渡

辺

侃

札
幌
市
北
七
僚
西
-
丁
目

石

川

五

札
幌
市
北
七
僚
西
一
丁
目

北
海
道
土
地
株
式
会
社

印

刷

部

代

表

印
刷
者

-
q
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恥
判
回
岬

E
P

一
四
九


